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匡dE用匡兼晶の涜通改善について r中rHとりまとめJ

医療用医薬品の涜通改善に関する憩談会

医療用医薬品の取引については.流通当事者間における自由かつ公正な競争
の確保等の患点から,平成7年2月に医薬品充通近代化協議会 く厘生省薬務局
長 く当時Iが開催1-が捷言した-1r医療-用医薬晶の洗通近代-ィビの推達についてj

などを踏まえ,従来より.様々な努力が重ねられてきたところであるo
-方.近年,医薬分菓の進展や卸売菓の美界再編. 1 T化の進展など.医療

用医薬晶の涜通に関する状況の変化がみられるo l

こうした状況を踏まえ.今般,当憩故会が開催され.医療用医薬晶の流通過

程の現状を分析し,公的琴療保険制度の下での不適切な取引債行の是正等にフ
いて検討を行うことにより.今後の医療用医薬品の流通改善の方策を検討する
こととされたoなお,検討に当たり,医療用医薬晶が医療を支える基盤であり.
国民.患者がより良い医療を受けられるよう. 0生命関連製品とし七の医療用
医薬品の特性に即した流通過程における晶質管理及び安走供給を確保すること.

C21公申医療保険制度の下,市場メカニズムが効率的かつ適切に横能するような
自由かつ公正な競争を確保することが必要であることを確認したo
当面.平成16年未を日途に一定の結論を得ることとし.平成1 6年6月よ
り検討を重ねた結果.下記のとおり中間的なとりまとめを行った.なお.当懇
談会は.今般の r中間とりまとめJで検討を終了するのではなく.引き続き.
残された検討事項や新たに生じた課題につい七検討を続けることとするo

記

0 匡dE用匡集晶の取引
くメーカーと卸売業者との取引1
.卸売業者の売上総利益に占める割戻し.アローアンスの比率は拡大傾向に
ある.

.割戻し.アローアンスの支払基準の簡素化.合理化は概ね進展しているも
のの.卸売菓者が適切な利益管理の下,主掩性をもって医療機関ノ調剤薬
局との価格交渉を行えるよう,個々の契約当事者間の交渉により.アロー
アンスのうち支払基準の不明確なものについては可能な限り基準を明確に
することが望まれるo

L

.X 割戻しこ通常.売上高の修正として経理処理されるもの
アローアンスこ通常,販促費として経埋処理されるもの
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